
様式第６号の１１ 

                                             その１ 

学番 45 県立三条商業高等学校 
 
令和７年度          学校自己評価表（報告）  

学 校 運 営 計 画 

学 校 運 営 方 針 

○授業改善等により、生徒の「主体的・対話的で深い学び」を充実させ、生徒の進

路実現、自己実現に努める。 

 ・「全国教員研修プラットフォームPlant」の活用 

○県内外の先進的な取組、外部と連携した事業等を取り入れ、専門教育をベース

に以下の充実に努める。 

 ・電子黒板、iＰad等ＩＣＴ活用の推進及び学びの保障 

 ・地域連携の推進及び地域への提案、オンライン活用や情報発信 

 ・「総合的な探究の時間」の学習内容の実施・工夫改善等の検討 

 ・国際理解教育の推進 

○生徒情報の共有、及び保護者や関係機関等との連携強化により、安全・安心な

学校の取組を組織的に推進する。 

 ・組織的な情報共有と支援策検討、教育相談活動の充実 

○週休日等における業務の精選、効率化を進める等本校の働き方改革を進める。 

 ・部活動活動状況や自己の業務についての振り返り等、部活動のあり方について

検討、統合型校務支援システムの活動、分掌の見直し等 

三つの方針(スクール・ポリシー) 

育成を目指す資質・能力に関す
る方針 

(グラデュエーション・ポリシー) 

①主体的に学ぶ態度を身に付け、地域発展に寄与する実践力を育みます。 

②多様性を尊重する態度を身に付け、自他を大切にする心を育みます。 

③社会性、コミュニケーション能力等の向上を図り、円滑な人間関係を構築する力

を養います。 

教育課程の編成及び実施に関す
る方針 
(カリキュラム・ポリシー) 

①キャリア教育の視点に立ち、総合ビジネス科の特色を生かし、地域との繋がりを

持った魅力ある教育活動を展開します。 

②国際理解教育をとおして、豊かな人間性と、他者を尊重し、協働できるコミュニケ

ーション能力の育成を実践します。 

③「主体的・対話的で深い学び」の充実とＩＣＴ等の活用の推進により、社会の変化

に対応した教育を実践します。 

④社会生活を送る上で必要な挨拶、言葉遣い等のビジネスマナー、遵法精神を養

います。 

入学者の受入れに関する方針 
(アドミッション・ポリシー) 

①商業（ビジネス）に対して興味・関心があり、意欲的に学習に取り組む生徒 

②地域の諸課題に関心を持ち、課題解決等地域貢献に主体的に取り組む生徒 

③部活動を始め生徒会活動、ボランティア活動等に主体的に取り組む生徒 

④進路目標の実現に向けて継続して努力する生徒 

昨年度の成果と課題 今年度の重点目標 具体的目標 

・インターンシップを２学年で実施、また

商業クラブでは三条マルシェに出店、国

際理解教育プレゼンテーション大会に参

加、ＷＷＬ県央ネット発表会等に積極的

に参加して生徒の成長につなげることが

できた。 

・ＤＸハイスクール事業の採択校として生

徒の学習環境を整え、外部機関との連

携、オンライン授業等の実践も継続する

ことができた。 

・引き続き効果的にＩＣＴを活用しながら、

教科横断的な取組を増やしなが授業改

善を進める。 

キャリア教育の視点に立ち、総合
ビジネス科の特色を生かし、地域と
のつながりを持った魅力ある学科を
目指す。 

生徒の能力を最大限に発揮できるように
個別指導を充実させ、総合ビジネス科の目
標が達成される実践的諸活動の活性化を図
る。 

授業改善により「主体的・対話的
で深い学び」を充実させ、分かる授
業を通して確かな学力を身に付けさ
せる。 
また、検定取得に取り組み、各々

の希望進路の実現を目指す。 

電子黒板やＩＣＴ機器を最大限活用し、丁
寧で分かりやすい授業を行う。また、基礎学
力を向上させることで、全生徒の進級および 
卒業・進路希望の実現を図る。 

豊かな人間性の醸成と社会に貢
献できる人格の形成を図り、基本的
生活習慣の確立と夢の実現に向け
た支援を強化する。 
 

商業高校で学ぶ生徒として、社会人として
他者と協働できるコミュニケーション能力や人
格の形成を図る。また、社会生活を送る上で
必要な挨拶、言葉遣い、服装等マナーと規
律を自覚させる。 



重点目標 具体的目標 具体的方策 評価 

キャリア教育の

視点に立ち、総

合ビジネス科の

特色を生かし、

地域とのつなが

りを持った魅力

ある学科を目指

す。 

総合ビジネス科 
・国語、数学、英語の

基礎学力を養う。 

・ビジネスに関する基 

礎的・基本的能力を

育成する。 

 

・地域と連携した地域を知る学習の実践を行う。 

・多文化を広く理解させることにより、豊かな人間性を身に付けさせる。 

・言語活動を充実させることにより、生徒一人ひとりのコミュニケ－ション能力の充実を

図る。 

Ｂ 

 
 
 
 
Ｂ 

・ビジネスに関する知識や技術を身に付けさせ、検定合格を目指す。 

・ビジネスの諸活動に関する知識や技術、豊かな人間性を身に付けられるよう、個別

指導を充実させる。 

・挑戦意識の向上を図り、積極的に上位級にチャレンジさせる。 

・授業内容を工夫し、基礎学力の向上と定着を目指す。 

Ｂ 

授業内容の創

意工夫により

、確かな学力

をつけ希望進

路の実現を図

る。 

国語科 
・分かりやすい授業
の実施 
・基礎学力の向上 

・総合的な言語能力を伸ばすため、「話す、聞く、書く、読む」の各領域の学習が調

和的に行われるよう、授業内容を工夫する。 

・長期休業中の課題を提出させ、漢字テストなどを実施し、基礎・基本的な力の定着

を図る。 

 
 
Ａ 

Ｂ 

地歴公民科 
・基礎学力の向上 
・地歴公民分野に対

する興味意欲を育て

る。 

・教科書を中心に副教材等を活用して、わかりやすく丁寧な授業を実践し、生徒の基

礎学力の向上を図る。 

・生徒の進路希望の実現を目指し、地歴公民分野の小論文指導を行う。 

・ICT機器を活用し、自ら考え問題を解決する力を養う。 

 
 
Ｂ 

数学科 

・分かりやすい授業

の実施 
・基礎学力の向上 

・授業進度、指導内容等を考慮し、丁寧な指導を行う。 

・教材の精選や補習の実施により指導の充実を図る。 
Ｂ 

理科 
・分かりやすい授業
の実施 

・授業を大切にし集中出来る雰囲気づくりを図る。 
・基本的事項の理解に力を入れる。 
・課題提出や補習の参加の徹底を図る。 

 
Ｂ 

保健体育科 
・生涯における運動

習慣の確立と体力、

健康の保持増進 
・集団行動の確立 

・身近な運動に取り組むことで、運動習慣を養う。 
・三年間にわたる持久走の実施により、体力の保持増進を図る。 
・集団で行動する時の規律を身に付けさせる。 
・体力向上、体つくり運動の中で更なる向上を目指しスポーツテスト結果をもとに重点

種目の指導を充実させる。 

 
 
Ａ 

家庭科 
・分かりやすい授業

の実施 

・実践的な態度の育

成 

・実験・実習を多く取り入れ、自立して生活する力を養う。 

・課題提出を徹底し、丁寧な指導を行う。 

・ＩＣＴ機器を活用し、わかりやすい授業を行う。 

 
 
Ａ 

英語科 
・基礎学力の向上 

・コミュニケーション能

力を伸ばす 

・国際理解教育の推

進 

・生徒の能力に応じて、バランスのよい４技能習得指導を工夫する。  

・ＡＬＴや海外の高校とのオンライン交流活動を積極的に活用して、コミュニケーショ

ン能力を伸ばし、国際理解を深める授業を展開する。 

・資格取得のための支援を積極的に行う。 
Ａ 

商業科 
・基礎科目の指導を

充実させる 

・ビジネス基礎・簿記・情報処理について丁寧な指導を行い、商業科目の基礎の充

実を図り、上級学年における諸科目の導入がスムースに入れるように指導する。 

・生徒の課題解決能力を向上させるため、自ら考え学ぶ態度を養う。 

 
Ｂ 

 

 

 

 

 

 

進路指導 
・自己実現のための

進路意識の啓発 

・自己実現のための

適切な進路指導の充

実 

・進路講演会・保護者対象進路講演会をとおして生徒、保護者の進路意識を啓発す

ることで、進路実現への早期取組を目指す。 

・進路面接週間・各種進路説明会などを通して適切な進路情報を提供し、進路選択

を支援する。 

・学年と連携して、進路指導の充実を図る。特に３年生に対しては生徒の進路実現

が在学中にかなうよう支援する。 

Ａ 

 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

豊かな人間性

の醸成と社会に

貢献できる人格

の形成を図り、

基本的生活習

慣の確立と夢の

実現に向けた

支援を強化す 

る。 

１学年 
・基本的生活習慣と

マナーの確立 

・基礎学力の定着と

向上 

・進路意識の啓発 

・学年団での活発な情報の交換と共有を図り、共通認識の上に立った指 導を実施

し、生徒一人ひとりが基本的な生活習慣の確立ができるように支援する。 

・基礎力診断テスト、朝学習、補習、各種検定試験等に積極的に取り組ませ、基礎学

力の定着と向上を図る。 

・進路ガイダンス、学年便り、個別面談、ＬＨＲ等を通して、できるだけ多くの進路情

報を提供する。また、一人ひとりの生徒との関わりを 密にし、卒業後の進路に向け

ての意識を高めさせる。 

Ｂ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

２学年 
・基本的生活習慣の

確立 

・自己実現のための

進路意識の高揚 

・学年集会等の機会に共通認識の上に立った統一的な指導を実施し、基本的生活

習慣の確立、生徒の規範意識、公共心の涵養に努める。 

・補習､検定試験等に積極的に取り組ませ､基礎学力の定着と向上を図る。 

・進路ガイダンス、個別面談、ＬＨＲなどを通してできるだけ多くの進路情報を提供す

る。また、一人一人の生徒と密接に関わりを持ち、卒業後の進路に向けての意識を

高める。 

Ｂ 

３学年 
・自己実現に向けた

支援の充実 

・進路相談を充実させ、進路希望等の把握と指導に努める。 

・進路ガイダンスや企業見学に力を入れ、学校研究・企業研究をとおして、将来の進

路を考えさせる。 

・進路資料の提供を積極的に行い、進路実現のための支援を行う。  

・進路実現のために各種模擬試験、小論文指導、面接指導、面談等に力を入れる。 

Ｂ 

同和教育推進委員会 
・部落差別をはじ

めとするあらゆ

る差別を見抜き

その解消のため

に主体的に行動

できる生徒を育

成する 

(1) １年  ① 人権・同和教育学習レディネス調査の実施（１学期中） 

② 県内の部落差別の実態・差別問題について理解を深めさせる。 

(2) ２年  ① 結婚差別について理解を深めさせる。（１学期中） 

        ② 就職差別について理解を深めさせる。 

(3) ３年  ① 性差別問題について学ぶ。（１学期中） 

        ② 部落差別の歴史と適切な行動について理解を深めさせる。 

(4) 講演会   外部講師による講演会を開催し、意識を高めさせる。 

Ａ 

生徒支援委員会 
・生徒理解の推進 

・個別支援の充実 

・スクールカウンセラーや面談週間等を活用した教育相談活動を充実する。 

・情報共有をとおして実態把握に努め、個別支援とＵＤＬを推進する。 

・校内研修の実施による職員の対応力向上と自校化した各種教育プログラムへの取

組を行う。 

Ｂ 

いじめ等対策委員会 
・いじめ未然防止

の取組 

・早期発見と組織

的な対応 

・本校の「いじめ防止基本方針」に基づき、「いじめ防止行動計画」の実践に努める。 

・いじめの起こらない学校づくりに組織的かつ計画的に取り組む。 

・相談体制を整え、面談やアンケートを通じていじめを積極的に認知する。 

・事案への対処は、教職員の共通理解のもと組織的に行い、必ず保護者と連携す

る。 

Ａ 

生徒指導 
・基本的生活習慣

の確立 

・交通マナーの確

立と交通安全指

導 

・挨拶の励行、時間厳守を徹底的に身に付けさせる。 

・交通講話等を通して交通安全教育に努める。 

・自転車・バイク運転に関する安全指導・実技講習会を実施するとともに 、ＪＲ等のマ

ナー指導を行う。 

・正しい制服の着用について、毎時の始業時に確認するとともに校内や下校時にも

徹底させる。 

Ｂ 

教科、分掌、委員会としての時間

外の勤務時間削減への取組 

 

(ここでは各組織としての取組を

評価する。) 

・登庁時間、退庁時間を守り時間外勤務時間の削減に努める。 

・定時退庁日は定めた退庁時刻に帰宅するよう努める。 

・週休日・祝日は必要な場合を除き登庁しないように努める。 

・業務内容の見直しや効率化、会議時間の短縮等、時間外勤務時間削減を意識し

ながら業務の遂行に努める。 

・部活動の日数、時間について生徒のバランスのとれた健全な成長を確保する「新

潟県部活動の在り方に係る方針」を遵守するよう努める。 

Ｂ Ｂ 

 
成果 

 

 
 
 

・地域と連携した教育活動として２学年インターンシップ実施（希望者）、

商業クラブ三条マルシェ出店、３年生商業科目での三条人事部コンソーシア

ムとの協働で商品開発等が実現した。 

・ＤＸハイスクール事業により大学等外部機関との連携や外国とのオンライ

ン交流授業を継続することができた。 

総合
評価 

 
Ｂ 

 



 

様式第６号の１１ 

その２ 

学番 45 県立三条商業高等学校 

令和７年度          学校関係者評価（報告） 

学校関係者からの評価・意見等※ 

○今年度の各評価項目について、学校重点目標の設定と学校自己評価共に適切であり、自己評価の結

果内容についても適切であると判断する。 

〔重点目標についての検証〕 

(1) キャリア教育の視点に立ち、総合ビジネス科の特色を生かし、地域とのつながりを持った魅力

ある学科を目指す。 

 ・三条コンソーシアムとの協働など地域連携を実践してきたことを評価する。インターンシップやデュ

アルシステムでの活動体験や地元企業との協働をとおして、生徒は勤労観の醸成ができた。 

 ・地域は高校生に期待している。商業高校で学んでいることを活用して地域連携を高校生から発信して

地域を盛り上げていくことを期待する。 

(2) 授業改善により「主体的・対話的で深い学び」を充実させ、わかる授業を通して確かな学力

を身に付けさせる。また、検定取得に取り組み、各々の希望進路の実現を目指す。 

 ・個に応じた多様な進路指導が必要とされる中、継続的な小論文指導や生徒への情報周知を確実に

行って進学指導体制を強化し、多様な生徒が希望する進路にすすめるよう支援してほしい。 

 ・公務員志望の生徒には早期に対策案を検討して計画的に指導できる体制の確立を期待する。 

・地域発展のため、生徒が地元企業の協力を得ながら、地域に貢献できるよう指導を期待する。 

 ・３年生の商業系資格取得の検討を評価する。商業高校で取り組む検定は社会的にも要請の大きい有用

なものであるので今後も積極的な受検を推奨してほしい。 

(3) 豊かな人間性の醸成と社会に貢献できる人格の形成を図り、基本的生活習慣の確立と夢の実   

現に向けた支援を強化する。 

 ・生徒は挨拶がとても良い。新年度の「青切符」導入を意識して、自転車運転における交通法規の遵

守、歩きスマホの禁止など社会人としてのルールとマナーを守れるよう、学校の指導を徹底してほし

い。 

・商業高校で学ぶ生徒として、今後も社会人として必要な挨拶、言葉遣い、服装等のマナーをしっかり

と自覚させ、伝統を引き継いでいってほしい。 

・メディアプラットフォーム noteから学校の教育活動を知ることができた。広報活動を評価する。今後

も学校の様々な活動について生徒主体の学校広報の方策を模索して地域の大人や子どもたちに知らせ

てほしい。 

 

※「自己評価の結果の内容が適切かどうか」 

 「自己評価の結果を踏まえた今後の改善方策が適切かどうか。」 

 「学校の重点目標や自己評価の評価項目等が適切かどうか。」 

 「学校運営の改善に向けた実際の取組が適切かどうか」などを評価する。 



様式第６号の１１ 

その３ 

学番 45 県立三条商業高等学校 
 

令和７年度        学校自己評価表（報告）  

学校運営実施報告 

重点目標 学校関係者評価を踏まえた次年度の主な課題と改善策 

キャリア教育の視点に立

ち、総合ビジネス科の特

色を生かし、地域とのつ

ながりを持った魅力ある

学科を目指す。 

 

・生徒は、インターンシップやデュアルシステムでの活動体験や三条人事部コンソーシ

アムとの協働により、勤労観の醸成を行うことができた。 

・商業専門科目で学んだことに基づいて、教員が支援しながらも生徒主体型の新しい

形での地域連携を推進していきたい。 

・検定取得指導については、科の取組として引き続き、指導実践を研究しながら、ＩＣＴ

を効果的に活用した授業改善を進める必要がある。 

・学校設定科目「近隣国探究Ⅰ、Ⅱ」において、中国語、韓国語、ロシア語等、外国人

講師を積極的に活用しながら、言語活動教育や国際理解教育の充実やコミュニケー

ション能力の育成に繋げることができた。また、中学生向け体験入学で、中学生に外

国語授業体験の機会を設けることができた。 

授業改善により「主体的・

対話的で深い学び」を充

実させ、分かる授業を通

して確かな学力を身に付

けさせる。また、検定取得

に取り組み、各々の希望

進路の実現を目指す。 

 

 

 

〔進路指導〕 

・多様な進路希望をする生徒を意識した生徒及び保護者を対象にした進路講演会等

により、進路意識の啓発を図るように努めた。進路面談、各種説明会を可能な範囲で

設定し、ＰＤＣＡサイクルとして取り組めたことは生徒の進路選択、実現に有用であった

と評価できる。 

・組織的に取り組んだ小論文指導は今年度も効果的であった。新年度もさらに充実した

指導を行い、生徒の進路希望の実現に寄与できる体制の確立に努めたい。 

〔英語科〕 

 令和６年度に英語発信力育成研究事業（３年間）終了後、今年度もＡＬＴを積極的に

活用して国際理解、異文化理解を深めるとともにコミュニケーション能力を向上させる取

組を行ってきた。学校設定科目「近隣国探究Ⅰ、Ⅱ」ではオンライン授業交流等をとお

して、英語圏だけでなく広く北東アジア圏（ロシア、中国、韓国）にも目を向けさせ、第二

外国語教育はもちろん当該国理解教育を推進することができた。また、中学生向け体

験入学で、中学生に外国語授業体験の機会を設けることができた。 

〔商業科〕 

 インターンシップやデュアルシステムでの活動体験や地域商店街との協働を通して、

勤労観の醸成を行うことができた。また、検定取得については、授業での取組をベース

に検定前の補習授業も充実させ、昨年度以上の成果を上げることができた。 

豊かな人間性の醸成と社

会に貢献できる人格の形

成を図り、基本的生活習

慣の確立と夢の実現に向

けた支援を強化する。 

 

・挨拶の励行、服装頭髪の確認、時間厳守の習慣等を身に付けさせることを目的に全

教職員の協力を仰ぎながら生徒への声かけを積極的に取り組んできた。 

・心身の不調を訴える生徒への対応、いじめ未然防止、自殺予防の観点から学校生活

アンケート、生徒面談を実施することで生徒の実態を把握し、該当生徒を中心とした

見守りを継続して支援を行った。引き続き職員間の情報共有による深い生徒理解と組

織的な対応により、次年度以降も生徒指導部、生徒支援委員会等を中心に全職員で

共通理解を持ちながら、安全・安心な学習環境を提供していく。 

 

 


